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月
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㎜

毎
定
㎜

　
　
　
P

退
任
の
ご
あ

、、

前
中
里
村
助
役

撫
，盛

壕i：

さ
つ

広
田
富
左
衛
門

　
　
私
、
こ
の
た
び
家
事
の
都
合
に
よ

慕
し
≦
月
三
士
日
付
を
以

一
っ
て
、
助
役
の
任
を
引
く
こ
と
に
な

ド
じ

㎝
り
ま
し
た
の
で
、
村
民
の
皆
様
万
に

｝
　
紙
上
を
か
り
退
任
の
ご
挨
拶
を
申
し

　
の
べ
さ
せ
て
い
た
マ
き
ま
す
。

灘

熟

懸

欝
　
昭
和
二
十
九
年
旧
田
沢
村
収
入
役

町
村
合
併
後
中
里
村
収
入
役
、
助
役

と
し
て
、
今
日
に
い
た
る
十
六
年
余

の
長
き
に
わ
た
、
り
、
村
民
各
位
の
ご

協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
て
大
過

な
く
、
村
政
執
行
の
任
に
あ
り
ま
し

た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
し
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
今
後
は
自
愛
に
専
心
い
た

し
、
長
い
間
の
経
験
を
生
か
し
て
、

村
民
各
位
と
共
に
、
中
里
村
伸
展
の

た
め
働
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
，
で
、

何
分
と
も
尚
一
層
の
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
．

　
村
民
の
皆
様
万
に
は
、
一
九
七
〇

年
代
の
発
展
あ
る
世
代
に
、
希
望
あ

る
地
方
自
治
振
興
の
た
め
、
御
精
進

あ
ら
れ
ん
こ
と
。
を
乞
い
願
い
、
併
せ

て
各
位
の
御
健
康
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、
退
職
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
中
里
村
助
役
、
広
田
冨
左
衛
門
氏

は
、
本
年
一
月
三
十
一
日
付
を
も
っ

て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
広
田
氏
は
、
昭
和
十
七
年
五
月
一

日
、
旧
田
沢
村
収
入
役
に
就
任
し
、

昭
和
二
十
一
年
五
月
、
一
担
退
職
し

ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
九
年
八
月
、

再
び
要
請
に
よ
り
収
入
役
と
な
り
、

町
村
合
併
に
尽
力
さ
れ
、
昭
和
三
十

年
五
月
、
中
里
村
収
入
役
と
な
っ
た

　
豊
マ
つ
▲
遷
》
慶
璽
冒
誓

春
の
い
ぶ
き

大
寒
丈
余
の
白
男
の
下
に

　
　
も
は
や
春
の
き
ざ
し
が
あ
る

固
く
と
ざ
さ
れ
た
君
の
心
も

　
　
や
が
て
花
開
く
時
期
が

も
う
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
て

い
る
　
　
　
覇

ら
　．

【
写
真
は
ふ
き
の
と
う
】
，
翻
騨
．

の
　
　
　
ら
き
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

広
田
助
役
退
職
す
る

訳
で
あ
り
ま
す
．
そ
し
て
昭
和
四
十

年
五
月
、
助
役
に
な
ら
れ
て
今
日
に

至
る
ま
で
、
二
十
年
間
、
そ
の
半
生

を
村
行
政
に
捧
げ
、
村
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
偉
大
な
る
功
績
は
、
筆
舌

で
は
到
底
表
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い

も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
先
般
、
役
場
職
員
で
さ
さ
や
か
で

は
あ
O
ま
す
が
、
広
田
氏
の
送
別
会

を
行
な
っ
た
際
、
村
長
は
、
　
「
広
田

氏
は
、
助
役
を
や
め
て
も
誰
し
も
が

道
で
逢
え
ぱ
、
助
役
さ
ん
…
…
～
呼

ぶ
で
あ
ろ
う
」
…
…
と
云
わ
れ
た
如

く
、
村
民
一
人
一
人
に
深
く
親
し
ま

れ
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
．

　
ど
う
か
役
楊
を
去
ら
れ
て
も
、
何

時
ま
で
も
お
元
気
で
ご
活
躍
さ
れ
る

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

昭
和
四
十
五
年
度
　
保
育
所
児
童
舘

入
所
申
請
受
付
に
つ
い
て

　
昭
和
四
十
五
年
度
、
保
育
所
、
児

童
舘
入
所
児
童
の
受
け
付
け
を
、
左

記
要
領
に
よ
り
行
な
い
ま
す
の
で
、

入
所
希
望
者
は
期
日
ま
で
に
申
請
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

◎
田
請
轡
届
出
の
要
頷

一
、
対
象
児
童
“
四
月
一
日
に
満
三

才
に
達
す
る
も
の
か
ら
五
才
ま
で
．

三
才
児
“
昭
和
四
十
一
年
四
目
二
日

よ
り
、
四
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
で

四
才
児
“
昭
和
四
十
年
四
月
二
日
よ

り
、
四
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
で
．

五
才
児
“
昭
和
三
十
九
年
四
月
二
日

よ
り
、
四
十
年
四
月
一
月
生
ま
で
。

二
、
由
請
書
届
出
〆
切
期
日
“
昭
和

四
十
五
年
二
月
二
十
八
日

三
、
田
請
轡
の
取
扱
者
“
各
部
落
婦

中
里
村
奨
学
金

　
　
　
　
希
望
申
込
み
は
二
月

　
　
　
　
末
日
ま
で

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、

昭
和
四
十
五
年
四
月
か
ら
の
村
育
英

資
金
貸
与
希
望
申
し
込
み
を
、
次
の

要
綱
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

①
申
込
資
格

高
等
学
校
を
卒
養
し
た
も
の
。
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る

者
で
、
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る

人
。
又
は
現
在
大
学
在
学
中
の
人
。

②
貸
与
予
定
人
数
　
　
　
五
人
以
内

一
③
申
し
込
み
万
法

貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添
え

て
、
二
月
末
日
ま
で
に
、
村
育
英
事

人
会
支
部
長
又
は
役
場
社
会
厚
生
課

四
、
入
所
通
知
期
昭
和
四
十
玄
年
三
『

月
二
＋
吾

五
、
そ
の
他

①
申
請
す
る
理
田
、
希
望
意
見
、
家

族
の
健
康
状
況
、
両
親
の
稼
働
状
況

（
出
稼
ぎ
な
ど
も
）
、
副
業
等
、
選

考
の
参
考
と
な
る
事
項
は
く
わ
し
く

記
入
し
て
下
さ
い
。

②
本
申
請
は
、
あ
く
ま
で
も
希
望
と

し
て
申
請
し
て
い
た
y
く
も
の
で
あ

っ
て
、
申
請
さ
れ
ま
し
て
も
、
選
考

の
結
果
入
所
を
断
念
し
て
い
た
y
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
．

◎
尚
今
回
の
入
所
申
請
は
、
中
央
保

有
所
、
児
童
舘
の
み
で
す
．

業
委
員
会
あ
て
お
申
し
込
み
下
さ
い

（
イ
）
資
金
貸
与
願
　
　
（
二
通
）

（
ロ
）
身
分
証
明
書
　
　
（
一
通
）

（
ハ
）
健
康
診
断
轡
　
　
（
一
通
）

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
教
斎

委
員
会
事
務
局
に
お
尋
ね
下
さ
い
．

昭
和
四
十
五
年

　
　
交
　
通
　
安
　
全

　
　
年
間
ス
ロ
墓
ガ
ン

・
運
転
者
向
け
の
も
の
“
カ
ッ
と
す

る
心
の
動
き
が
事
故
の
も
と

・
歩
行
者
向
け
の
も
の
“
無
理
す
る

な
遠
く
に
見
え
て
も
忠
は
速
い

・
こ
ど
も
向
け
の
も
の
“
い
っ
も
の

な
れ
た
と
お
り
で
も
た
だ
し
く
あ

る
い
て
た
だ
し
く
お
う
だ
ん
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自
由
診
療
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
財
団
法
人

　
　
　
　
　
　
　
　
上
村
病
院
長

　
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
医
師
の

時
間
外
自
由
診
療
の
是
非
に
っ
い
て

い
ろ
い
ろ
批
判
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
誤
解
の
な
い
よ

う
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
村
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

た
い
・
．
存
じ
ま
す
。

　
時
間
外
自
由
診
療
と
は
、
ど
う
言

う
こ
と
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
の
医

師
が
定
め
て
い
る
診
療
時
間

上
村
病
院
で
は

四
月
一
日
～
十
月
三
十
一
日
”
午
前

八
時
～
午
後
五
時

十
一
月
一
日
5
三
月
三
十
一
日
腫
午

前
八
時
三
十
分
5
午
後
五
時

い

て

上
村
正
子

　
こ
の
時
聞
外
に
、
急
病
で
も
な
い

の
に
、
自
分
の
都
合
で
わ
ざ
わ
ざ
夜

診
察
に
来
た
よ
う
な
場
合
に
自
由
診

療
に
す
る
と
言
う
の
で
す
。
自
由
診

療
に
な
る
と
保
険
証
を
使
わ
な
い
で

そ
の
う
え
保
険
点
数
の
二
倍
を
全
額

払
っ
て
い
た
黛
く
こ
と
に
な
り
ま
す

例
え
ば
俣
険
診
療
で
は
、
三
百
円
で

済
む
と
こ
ろ
を
自
由
診
療
に
な
る
と

二
千
円
以
上
に
な
り
ま
す
。

　
医
師
は
医
療
費
が
値
上
り
し
た
の

に
ま
だ
金
儲
け
を
す
る
為
に
保
険
証

を
使
わ
せ
な
い
、
と
誤
解
し
な
い
で

い
た
即
き
た
い
。
何
故
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
開

稔
健
育
会
の
修
了
式

　
丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
に
育
て
よ
う
と

毎
月
一
回
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
ブ
が

あ
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
昭
和
三

十
七
年
五
月
に
、
保
健
婦
さ
ん
の
母

子
組
織
づ
く
り
の
よ
び
か
け
を
キ
ッ

カ
ケ
に
、
小
原
、
壬
溝
、
桂
、
田
中

の
お
母
さ
ん
方
、
会
員
三
十
名
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
会

員
三
十
五
名
、
毎
月
三
十
日
、
部
落

公
民
舘
に
集
ま
り
、
体
重
測
定
を
し

た
り
、
栄
養
や
健
康
に
つ
い
て
保
健

婦
さ
ん
た
ち
の
指
導
を
う
け
た
り
、

毎
月
一
回
み
ん
な
で
勉
強
し
て
い
ま

す
。
ま
た
母
子
大
会
に
お
い
て
は
、

研
究
発
表
や
母
子
組
織
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
話
し
あ
い
な
ど
を
霜
こ
な

い
活
発
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
修
了
式
は
年
一
回
で
、
現
在
ま
で

の
修
了
者
は
、
八
十
四
名
と
な
っ
て

い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
を
願
い
、
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
し

ん
け
ん
に
育
児
間
題
に
と
り
く
ん
で

い
ま
す
。
【
写
真
は
、
去
る
一
月
三

十
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
修
了
式
記
念

撮
影
】

業
医
の
医
師
は
二
十
四
時
間
勤
務
で

殆
ん
ど
自
分
の
時
間
と
書
う
も
の
が

な
い
の
で
す
。
そ
こ
で
こ
ん
な
風
に

し
た
ら
、
夜
間
に
急
病
で
も
な
い
患

者
が
来
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
言
う
こ

と
な
の
で
す
。

　
勿
論
病
院
で
は
三
交
替
で
、
夜
も

交
替
に
当
直
の
医
師
、
看
護
婦
が
い

ま
す
か
ら
、
一
般
開
業
医
と
は
違
い

ま
す
が
、
病
院
の
当
直
医
は
入
院
患

者
の
為
、
そ
し
て
急
患
外
来
の
た
め

に
い
る
の
で
あ
っ
て
、
時
間
内
に
来

れ
る
患
者
が
自
分
の
都
合
で
時
間
外

に
来
る
患
者
を
診
察
す
る
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
日
曜
、
祭
日

夜
間
等
は
出
来
る
限
り
医
師
を
ゆ
っ

く
り
休
ま
せ
て
や
り
た
い
の
で
す
。

　
往
診
に
し
て
も
行
っ
て
見
る
と
大

し
た
こ
と
も
な
い
の
に
、
”
寒
い
か

ら
8
と
か
．
動
く
の
が
嫌
だ
か
ら
躍

と
言
う
程
度
で
往
診
を
頼
む
例
が
多

い
の
で
す
。
こ
れ
も
や
め
て
い
た
マ

き
た
い
。
交
通
機
関
が
発
達
し
て
い

る
今
日
、
来
よ
う
と
思
え
ぱ
来
れ
る

の
で
す
。
し
か
も
そ
の
方
が
医
師
の

診
察
を
阜
く
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
し
、
又
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少

な
く
な
る
は
す
で
す
。

　
医
師
不
足
の
こ
の
地
域
に
来
て
下

鍔
医
師
に
永
く
居
て
寒
く
為

蔽
欝
謂
嘱
鯵
勃
廉
解
か
の

か
る
こ
》
．
を
研
究
し
、
ご
協
ヵ
下
さ

る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

死
亡
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十

◎
昨
年
中
の
交
通
亭
故
に
よ
る
死
者

は

日
町
警
察
署

全
国
　
一
万
六
手
二
百
五
十
八
人

（
前
年
一
万
四
千
二
百
五
十
六
八
）

本
県
　
三
百
五
十
四
人
（
前
年
二
百

九
＋
一
人
）

当
署
管
内
十
一
人
（
前
年
八
人
）

で
あ
り
、
史
上
最
高
を
示
し
誠
に
憂

慮
す
ぺ
き
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
署
管
内
の
死
亡
事
故
の
実
態
は

別
表
の
と
翁
り
で
、
死
亡
者
は
、
老

人
と
幼
児
が
大
部
分
で
あ
り
、
老
人

子
供
に
対
す
る
運
転
者
の
心
構
え
を

改
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
同
時
に

保
護
者
の
責
任
に
よ
り
子
供
の
事
故

防
止
を
は
か
る
ほ
か
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
本
年
は
死
亡
拳
故
ゼ
ロ
を
最
重
点

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
安
全
活
動
を
し

な
け
れ
ば
、
最
悪
の
事
態
を
ひ
き
お

こ
す
こ
と
は
必
然
で
あ
り
ま
す
の
で

村
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
主
旨
を
徹
底

さ
れ
、
死
亡
亭
故
ゼ
ロ
を
期
待
し
、

あ
わ
せ
て
輪
禍
の
犠
牲
者
に
対
し
冥

福
を
お
祈
り
し
た
い
と
存
じ
ま
す
．

（十日町警察署）昭和44年中の死亡事故発生状況
‘1敬発

生　月
時間 曜日 場　　　　所 加　曳　者 死　　　者 運転

経験 運転目的 事故原因種別 年令 種別 年令

1月 9時 火 国道117号線
四日町踏切

普貨 22 同乗 50 5年 業　　務 踏切不停止
3月 22時 火 国道117号線

田沢　　地　内
普乗 36 歩行者 25 13年 通　　勤 前方不注意

4月 9時 水 県道小千谷、干手、十日町線
千　手　地　内

普貨 26 二輪 54 10年 業　　務 右折不注意
5月 15時 土

津南町道前子橋
普貨 54 5年 〃 橋転落（自損）

6月 18時 金 県造大κち津南線

大割野地内’
二輪 16 横断者 61 1年 遊　　び 前方不注意

7月 17時 日 十日町市道
坪　野　踏　切

自転車 60 通　　勤 踏切不停止（自損）

7月 8時 日 県道小千谷、千手、十日町線
上　野　地　内

軽四 17 猷 64 1年 業　　務 自転車の合図不履行

7月 20時 木 国道117号線
下　条　地　内

普乗 30 歩行者 2 13年 〃 前方不注意
8月 19時 月 国道117号線

馬　場　地　内
普貨 30 〃 2 4年 〃 と　び　出　し

10月 17時 日 国道117号線
下　条　地　内

二輪 23 横断者 60 5年 遊　　び 前方不注意
11月 19時 日 国道117号線

中　条　地　内
二輪 18 2年 〃

停車中のダンプに衝突
　　　　（自損）

昭
和
4
4
年
度
の
技
能
士
章
交
付

　
　
　
関
係
者
は
十
日
町
専
修
職
業
訓
練
校
へ

註　11件発生し、死亡者は老人7人、幼児2人となっており夫半を占めている

　
昭
和
四
十
四
年
度
に
お
け
る
技
能

士
童
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係

者
は
最
寄
り
の
会
場
で
受
領
し
て
く

だ
さ
い
．

◎
交
付
対
象

　
本
年
度
の
交
付
対
象
は
、
昭
和
四

十
一
年
度
前
期
か
ら
昭
和
四
十
三
年

度
後
期
ま
で
の
技
能
検
定
合
格
者

　
（
合
格
証
明
書
発
行
日
、
昭
和
四
十

一
年
十
一
月
一
目
か
ら
昭
和
四
十
四

．
年
五
月
十
三
日
ま
で
）
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
の
技
能
検
定
合
格
者

｝
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
技
能
士
童
の
交

｝　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
（
三
面
に
続
く
）

飼
い
犬

に

　丈
郵郵
　　な

鎮

一
壱

継
』ぎ

ま
し

よ
う

便便

番番
号号

ほ
　
し
ゴ⊂を

お住

書所
のキ

」

下一
部さ

いで
す

昭和45年2月15日とさかな（羅叢翻鶉）（3）第163号

楽
し
か
っ
た

　
　
　
　
　
村
民
娯
楽
大
会

　
去
る
一
月
二
十
五
日
、
中
里
村
公
同
好
者
に
よ
っ
て
囲
碁
、
将
棋
、
麻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
舘
で
、
恒
例
の
村
民
娯
楽
大
会
が
．
雀
の
各
種
日
に
分
れ
て
熱
戦
を
展
開

中
央
公
民
舘
に
菊
い
て
開
催
さ
れ

た
。

　
健
全
な
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
村
民
の
親
睦
を
は
か
る
と
・

い
う
も
の
で
、
当
日
は
、
五
十
人
の

し
、
一
日
中
た
の
し
く
過
し
ま
し
た

　
な
翁
各
種
目
一
位
か
ら
三
位
ま
で

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

◎
麻
雀
の
部

一
位
小
野
塚
善
博
　
（
上
山
）

一
一
位
貝
沢
洋
次

三
位
手
原
　
紀
子

◎
囲
碁
の
部

一
位
江
村
　
清

一
一
位
鈴
木
善
雄

三
位
　
山
田
　
正
朝

　
〃
樋
口
順
之

◎
将
棋
の
部

一
位
　
南
雲
清
三
郎

一
一
位
山
本
　
昭

三
位
山
田
　
拡

　　　
上山
山’碕
）　V

パパノヘパ干山田通
　　　り
溝崎中山）　）　）　）

　　パ　ハ
上田堀
　　之
山中内
）　）　）

麻雀、囲碁、将棋にわれこそは、と
　　　　　　手さばきもあざやかに

郡
市
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
り
か
え
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
教
論
服
部
己
津
晴

ゲ
レ
ン
デ
ス
キ
ー
が
、
派
手
な
楽
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
競
技
ス

キ
ー
は
地
味
で
苦
し
い
も
の
で
あ

る
。
中
で
も
ノ
ル
デ
ッ
ク
種
目
の
レ

ー
ス
の
競
技
が
最
も
苦
し
い
．
そ
し

て
こ
の
競
技
の
上
位
入
賞
を
目
ざ
す

選
手
は
、
ヨ
ダ
レ
を
流
し
ハ
ナ
を
た

ら
し
な
が
ら
走
っ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
の
道
の
通
の
人
な
ら
知
っ
て
い
る

は
す
で
あ
る
。

　
今
回
は
当
校
の
選
手
二
十
二
名

（
男
子
十
二
名
、
女
子
十
名
）
が
こ

の
レ
ー
ス
競
技
に
出
場
し
た
の
で
あ

る
。
今
こ
の
大
会
を
ふ
り
か
え
っ

て
、
私
が
特
に
強
く
感
じ
た
こ
と
を

率
直
に
書
い
て
み
る
と
、
当
校
の
選

手
全
員
が
勝
敗
を
ぬ
き
に
し
て
も
、

倒
れ
る
ま
で
走
り
続
け
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
「
良
く
や
っ
た
。

頑
張
っ
た
ぞ
」
と
し
か
云
え
な
か
っ

た
。
そ
し
て
又
、
大
会
前
に
練
習

（
コ
ー
ス
回
り
）
に
出
か
け
た
時
の

こ
と
で
あ
る
。
練
習
が
終
（
た
後
、

全
員
で
控
窒
の
整
頓
、
清
掃
、
廊
下

の
掃
除
等
を
や
り
、
帰
る
時
に
は
そ

れ
ぞ
れ
が
会
場
校
の
先
生
に
し
っ
か

り
と
し
た
挨
拶
を
し
て
帰
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
と

思
う
が
、
疲
れ
て
い
る
時
に
は
な
か

な
か
出
来
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
き
っ
と
選
手
の
こ
の
よ
う
な
礼
儀

正
し
い
態
度
と
強
い
根
性
と
が
、
今

大
会
に
立
派
な
成
績
を
あ
げ
た
大
き

な
原
因
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
こ

れ
か
ら
も
ま
す
く
こ
の
長
所
を
伸

ぱ
し
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
の

み
で
あ
る
。

　
尚
大
会
の
成
績
は
左
記
の
通
り
で

す
。
特
に
上
位
入
賞
者
（
六
位
以
下

略
）

◎
個
人
の
部

男
子
四
～
腿
一
位
山
本
勝
俊

　
　
　
　
　
　
樋
口
正
友

同
六
♂
”
四
位
村
山
彰
治

　
　
　
　
　
原
清

四
位

四
位
桑

女
子
三
♂
“
二
位
藤
ノ
木
美
江
子

　
　
　
　
　
四
位
南
雲
敏
江
五
位

　
　
　
　
　
冨
井
シ
ゲ
子

◎
団
体
の
部

男
子
継
走
（
A
チ
ー
ム
）

二
位
村
山
彰
沿
、
山
本
勝
俊
．
樋

　
　
　
口
正
友
、
遠
田
登

女
子
継
走
（
B
チ
ー
ム
）

一
位
　
藤
ノ
木
美
江
子
、
南
雲
敏
江

　
　
　
冨
井
シ
ゲ
子

再
び
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
勤
務
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋

　
こ
の
度
、
一
月
十
日
付
を
も
つ
て

教
育
委
員
会
に
出
向
を
命
じ
ら
れ
、

教
曹
委
員
会
に
お
世
話
に
な
る
こ
と

と
な
り
、
一
部
学
校
教
育
関
係
（
施

設
）
事
務
及
び
社
会
教
育
関
係
事
務

を
担
当
さ
せ
て
戴
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
私
は
以
前
、
や
は
り
教
育
委
員
会

で
、
公
民
舘
事
務
を
担
当
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
万
の
中
で

お
逢
い
す
れ
ば
「
あ
＼
哩
コ
テ
”

か
」
と
思
い
出
し
て
く
だ
さ
る
方
も

あ
る
か
と
存
じ
ま
す
．
し
か
し
、
公

民
舘
に
居
た
と
は
云
っ
て
も
、
十
二

年
も
昔
の
こ
と
で
、
ま
だ
テ
レ
ビ
が

口

信

治

公
民
舘
を
含
め
村
に
数
台
し
か
入
っ

て
い
な
い
頃
で
、
大
相
撲
と
も
な
れ

ぱ
、
公
民
舘
の
二
階
が
落
ち
そ
う
に

な
る
程
観
客
が
つ
め
か
け
た
時
代
で

あ
り
ま
す
。
t
の
†
年
間
に
社
会
は

大
き
く
変
り
、
例
え
ば
若
い
衆
の
憧

れ
の
的
で
あ
っ
た
、
カ
メ
ラ
、
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
覧
（
ラ
ジ
オ
）
、
オ
ー
ト

バ
イ
の
三
種
の
神
器
が
、
現
在
で
は

男
子
の
み
な
ら
す
、
ミ
ニ
や
パ
ン
タ

ロ
ン
の
ス
タ
イ
ル
の
カ
ッ
コ
い
い
女

の
子
が
、
自
家
用
恵
を
ぶ
っ
と
ば
す

時
代
へ
と
変
っ
て
来
て
い
る
の
で

す
。
十
年
一
と
昔
と
は
よ
く
云
っ
た

も
の
で
、
従
っ
て
私
は
、
再
び
教
育

委
員
会
に
戻
っ
た
と
は
云
い
、
こ
と

に
社
会
教
育
関
係
は
、
ま
っ
た
く
の

素
人
と
同
様
と
考
え
ね
ぱ
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
ベ
テ
ラ
ン
樋
口
和
一
君

の
仕
事
を
受
け
継
ぐ
よ
う
命
じ
ら
れ

た
時
、
私
は
時
代
の
す
れ
を
考
え
藻

然
と
い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の

根
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
一
つ
で

あ
ろ
う
と
思
い
な
翁
し
「
う
ら
し
ま

た
ろ
う
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
勉
強
を
第

一
歩
よ
り
や
り
な
お
し
、
さ
さ
や
か

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
勤
め

て
来
た
衛
生
や
税
務
課
の
経
験
も
取

り
入
れ
、
更
に
行
政
各
課
及
び
関
係

機
関
の
御
協
力
を
お
願
い
し
、
出
来

（
二
面
よ
り
続
き
）

付
を
受
け
て
い
な
い
人
に
対
し
て
も

交
付
、
）
ま
す
．

◎
交
付
の
場
所
と
日
時

・
十
日
町
市
辰
甲
　
十
日
町
専
修
職

業
訓
練
校

　
昭
和
四
十
五
年
三
月
四
日
　
九
時

5
＋
六
時
ま
で
。

◎
受
領
の
し
か
た

　
合
格
証
明
書
、
通
知
の
は
が
き
霜

よ
び
印
鑑
（
代
理
人
が
受
領
す
る
場

合
は
、
代
理
八
の
印
鑑
）

◎
当
日
受
領
で
き
な
か
っ
た
人
に
対

し
て
は
、
県
庁
職
業
訓
練
課
で
随
時

交
付
し
ま
す
。

得
れ
ぱ
総
合
的
な
社
会
教
育
を
目
途

と
し
て
、
皆
様
方
の
御
支
援
の
も
と

に
、
住
み
よ
い
明
る
い
郷
士
の
建
設

を
目
ざ
し
て
、
一
歩
で
も
前
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
と

ぞ
培
旧
の
御
指
導
御
鞭
縫
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
着
任
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
．

中
里
文
芸

　
　
　
ー
二
月
投
句
－

　
　
　
　
小
山
大
泉
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悦
夫

嶺
光
り
か
げ
り
合
い
し
て
寒
明
く
る

窓
の
雲
掘
り
あ
ぐ
岐
の
空
の
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
子

影
な
く
て
男
片
あ
つ
き
ま
つ
げ
伏
す

冬
星
と
酔
っ
て
孤
愁
の
反
古
を
積
む

　
　
　
　
　
　
（
四
面
に
つ
づ
く
）


